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「オープン・リサーチ・センター」プロジェクトの
5年聞をふりかえって
愛知大学東亜同文書院大学記念センター長藤田佳久
この 3 月で愛知大学東亜同文書院記念センター
が文科省の学術推進高度化事業の「オープン・リ
サーチ・センター」プロジェクトが終了する。
5 年前に当記念センターとしては新たな気持で
画期的な事業に取り組み、文字通り新たな世界を
切り開くつもりで突きすすんで、きたといえる。
この「オープン・リサーチ・センター」プロ
ジェクトは大学の有する資源を再評価するととも
に世に広くその存在を問うという目的があり、そ
の出発点では設備、備品の改変、整備も認められ、
これによって当院および孫文関係の展示施設の再
編、整備とともに新たに愛知大学史の展示室を一
変し、さらに愛知大学創設者の本間喜一学長の記
念室も新設した。こうして書院から愛大への展示
が一元化されることになった。
事業の中で最大のプロジェクトは、全国 8 ヵ所、
アメリカ l ヵ所、合計 9 ヵ所での展示会と講演会
であった。基調テーマは「東亜同文書院から愛知
大学へ」であったが、開催地の特性に応じて、
テーマはその特性を生かす工夫をした
第 1 回目は横浜のパシアイコで全国図書館展に
初めて大学として招待され、その中核として展示
会と講演会を行った。テーマは「知を愛する者が
集う愛知大学の展示会ーのこされた東亜同文書院
大学の資料を追う一」。入場者は 25,000 人という
空前の数で、図書館展の偉力を感じつつ、書院へ
の関心も高めてもらった。翌年はコモンゲートビ
ルに新装移転した霞山会と愛大東京事務所を記念
し、東京でー行った。テーマは「東亜同文書院大学
の資料展示会一日中友好の原点を知る」であった。
3 年目は山田兄弟の出身地弘前で「津軽が生ん
だ山田良政・純三郎兄弟をめぐって一津軽、東亜
同文書院、孫文一」のテーマで行い、地震後では
あったが大いに地元の関心を呼んだ。同年秋には
書院出身者の多い福．岡で「日中友好の原点を探る」
として書院の資料展示を行った。書院出身の論説
委員が 5 ～ 6 人いた西日本新聞社の全面的後援も
あって盛況であった。そして 3 月に書院と愛大を
つなぐ資料展示をシカゴで行い、初の海外展示と
筆者および成瀬さよ子氏の講演を行った。
4 年目は孫文記念館とのタイアップもしながら
神戸で「孫文一神戸、長崎そして東亜同文書院、
愛知大学一」のテーマで行い、華僑関係者の参加
もみられた。そして最後の 5 年目にまず京都で
「大陸にあった日本の高等教育機関と東亜同文書
院」のテーマで行い、ハルピン学院や大同学院な
どの発表者も参加して行い、あわせて荒尾精の慰
霊祭も若王子神社で行った。次いで本間学長の出
身地米沢で「米沢が生んだ本間喜一をめぐって」
のテーマで行ない、予想以上の多くの参加者を得、
地元の人々に本間学長の存在を印象づけた。そし
て最後に地元名古屋の松坂屋本店ホールで総決算
「東亜同文書院から愛知大学へ一近衛家、荒尾精、
孫文、中国アジア大旅行、日中交流」のテーマで
行い、多数の参加者を得、大きな反響を得て総決
算にふさわしく終了した。
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全国各地を巡ったこの展示会と講演会は、その企
画、準備、交渉、展示、 当 日連賞、撤収とすべて記
念センターのスタッフを中心に行い、大変で‘あった
が、少 しずつ経験を貯え、詣：院と愛大の広報活動に
も大いに貢献したものと自己評制Ii している。
そのほか、国内と国際を交互に行－ったシンポジ
ウムも大きな成果をあげた。 とくに 2 年自の 「 日
中研究者による東亜同文哲院研究」では l l 名の発
表者を得、 日中間の共通認識を初めて得た。 また 4
年目の「欧米研究者から見た東亜同文暫｜坑」 はア
メリカ、フランスの研究者 3 人を招き、グロ一パ
ルで
際性を十分共有するこ とが出来た。そして 5 年目
には愛大へ入学し卒業した外地の学校出身者によ
る発表と アジアへの展望にまで、語っていただいた。
それ以外に 100 歳を迎えた書院卒業生安沢隆雄
氏から始まる講演会、 1 3 回を数えた公開講演会、
8 回を数えた研究会、 6 回を数えた公開研究会、 6
名のスタッフが参加した些橋市民 ト ラム、 1 0 回に
及ぶ展示会時に行・った講演会、 2 ＠］の写真展、パネ
ル展、地域の博物館をめぐる研修会、その他 6 厄｜
に及ぶ各種事業を行ない、きわめて活発であった。
それらの成果は 『オープン ・リ サーチ ・セ ン
タ 一年報」を 5号、 『愛知大学史研究』 を 3 号、
研究報を 5 号、 ニュース レター 8 号の定期刊行物
」剖
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と して刊行、不定期ではあるが多くのブック レ ツ
卜、リ ーフレット、マップなども刊行・ した。
このように、あらためて 5 年間にすすめた事業
をみてみると、きわめて多様で活動的であったこ
とに驚かされる。
そしてそれらの事業には多 くの自力での設営と
撤収作業労働がともなってお り、スタッフの方々
にはご協力いただいた。 と く に各地の展示会や講
演会については事務局である研究支援課の山口恵
里子氏 と ポスト ・ ドクターの武井義和氏の中軸に
リサーチ ・ アシスタン ト の｜肱敏、高木秀和両君、
そ して前半は運営委員の成瀬さよ子氏も加わって
すすめられ、必要に応じ事務局の小林倫幸氏と大
学史事務室の佃隆一郎氏のサポートも得た。
そのほか、今泉潤太郎、大島峰雄、越知事の各
客員研究員、小崎昌業氏と高瀬恒一氏を含むセン
タ ー運営委員会と運営委員会のメンバ一、後援し
ていただいた庖友会と霞山会、そ して読売、中目、
西 日本、東奥日報、米沢新報、その他多 くのメ
デ、イア、また各地の教育委員会事務局の山本、田
辺両課長ほか、実に多く の方々のご支援を得た。
また、 武田、佐藤両学長も強い関心を も ち、支え
ていただいたことも付記しておきたし、
あらためて厚くお礼申し上げ、次のステ ップへ
発展出来る こと を願っている。
